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２.保険領域区分
（重複回答あり）

医療 18

介護 12

その他 0

（重複回答あり）

急性期 9

回復期 9

維持期 9

その他 0

（重複回答あり）

身体障害 19

精神障害 0

発達障害 0

老年期障害 10

その他 0

一般社団法人静岡県作業療法士会　　　平成26年度　第3回学術部勉強会
テーマ「生活行為向上マネジメント」　　アンケート結果（西部地区）

日時：平成26年2月3日（火）　19：00～21：00　　　会場：浜松医科大学付属病院

３．病期区分

４．分野区分

１．経験年数

参加者：36名　　　　アンケート提出者：2７名　　　　回収率：75％
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33%
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急性期 回復期 維持期 その他
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37%

41%
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4%
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できるだけ参加 11

ときどき参加 3

不参加 6

該当なし 1

５．③退院調整会議または，ケアプラン会議でOTが説明に心掛けている内容
（重複回答あり）

疾病・障害 6

心身機能・構造 9

ADL 14

IADL 8

活動・参加 8

環境 7

ニード 7

問題点 8

対象者の強み・利点 5

対象者の不安・心配事 7

改善・維持の可能性 9

予後予測 5

合意した今後の目標 2

今後の練習・支援プラン 6

その他 0

５．②その理由

５．①退院調整会議または，ケアプラン会議への参加頻度
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【出来るだけ参加している】11
＜情報交換・共有のため＞4
院内でのリハビリ状況、ADL、今後のリハ依頼などを家族、ケアマネに伝える。

クライアントの問題、目標をしっかり共有したいから。

他の業務で忙しい時には、コメントを出すだけでも参加している。

【ときどき参加している】3
＜参加はOTの都合による＞1
指示された時のみ参加している。

【参加していない】6
＜不参加＞
会議はNs、家族、ケアマネで行われており、OTには会議開催の連絡がない。

会議に呼ばれない。機会がない。

まだ１年目であり、参加する機会がまだない。
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６．①今後、生活行為向上マネジメントを活用したいと思いますか？

はい 20

いいえ 0

どちらでもない 1

６．②その理由

７．今回の地区勉強会の感想・ご意見

95%

5% はい いいえ どちらでもない

・とても勉強になりました。ありがとうございました。

・マネジメントシート記入の演習したことで、苦手意識が無くなりました。

・今後は臨床での活用と、他のOTへの伝達をしていきたいです。

・今日の研修をしっかり復習して使っていきたいです。ありがとうございました。

・今後、必要となる知識のため、活用して学んでいきたいと思います。

・とても良い研修だったので、もっと多く開催して欲しいです。

・学生の時に実習先の先生から生活行為向上マネジメントの話を聞か

せてもらい、その時からずっと興味を持っていました。今日勉強した事

を活かして、これから頑張りたいと思います。ありがとうございました。

・4月からは介護保険下で生活行為向上マネジメントの加算がつくそう

なので、実績を増やしてOTの良さを世間に広めたいです。

・今後のOT協会の動向情報も聞けて良かったです。

・学術部員さんの班でのファシリテートがとてもスムーズで良かったです。

・土曜や日曜にも開催してもらえれば職場のOTも多く参加できそうです。

【はい】20
・マネジメントを使うことでクライアントが退院後に主体的な生活目標が持てるから。

・クライエントの生活の質が向上できるから。

・クライエントとOTが一緒に明確な目標を共有できるから。家族や多職種ともOTの目標を共有できるため。

・地域の支援者に分かりやすく伝達することができそうだから。

・マネジメントシートを活用することで“視える化”ができ、他職種とも共有しやすいから。

・他職種協業をする上で、マネジメントシートを活用することでOTを視覚的に訴えることができると思うから。

・OTの特徴を今までよりもクライアントや他職種に伝えられそうだから。

・マネジメントの視点はOTの強みだから。 ・多角的介入やサポートができるから。

・OTとして今後必要になるから。 ・OTとして大事だと思ったから。 ・OTの役割を果たしたいから。

・“作業”や“参加”について具体的な実践をもっと考えていきたいから。

・目標、アプローチ、効果判定すべての明確化が行えるそうだから。

・クライアントのためになるアセスメント・実践が行えるようになりたいから。

・クライアントの強み・弱み、予後予測が明確化できるから。

【どちらでもない】1
・意思疎通困難な認知症のクライアントにはどのように使用したらよいか悩む。

・クライアントの生活に関わる方（家族や介護職）への説明はしやすいと思が、リハ職（PT、ST）へはこのマネ

ジメントをどのように伝えてたらよいか悩む。
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